
 

５日： 新月 旧 １０月 １日 

  ７日： 立冬 

 １９日： 満月 旧 １０月 １６日 

      部分月食  

 ２２日： 小雪 

 １９９８年ノーベル生理学・医学賞を受賞

した３名の科学者。その研究は、ビーツを摂

取する事で人体内において産生される「ＮＯ

（一酸化窒素）」の重要な働きを発見した事。 

あれから２０年余り、漸くビーツが、スーパ

ーフードのひとつとして注目されています。 

 ＮＯ（一酸化窒素）の体内での働きとは、「血

管を柔軟に」、「血管拡張作用」、「血行を改善」。

この他、ビーツの成分との健康効果としては、 

・高血圧予防・むくみの解消 

・動脈硬化予防 

・抗酸化作用によるがん予防 

・腸内環境を整える 

・肝機能を高める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康をたべる」 

「おてがる調理で食卓へ」 

健康は私たちの選択で変わる 

一般社団法人 

ＭＯＡ自然農法 

文化事業団 

美美美幌幌幌会会会 

    感謝と健康をベースにした 人・家庭・まちづくり   

栃栃栃ののの木木木かかからららののの手手手紙紙紙   
２０２１年 霜月 １１月号   


